
柏市指定介護老人福祉施設

入所基準のあらまし


平成15年４月１日

柏     市

(保健福祉部高齢者支援課)

入所申込の評価基準

	評　価　項　目
	点数配分

	１
	本人の状況
	要介護度
	26点

	
	
	痴呆による問題行動
	

	２
	居宅サービス等の利用状況
	直近3ヶ月間の居宅サービスの利用率
	20点

	
	
	その他の老人福祉施設，介護老人福祉施設，介護療養型医療施設，医療機関等の入院・入所状況
	

	３
	介護の困難性
	主な介護者の状況
	54点

	
	
	介護協力者の状況
	

	４
	特別な事由
	配慮しなければならない個別の事情
	20点

	
	
	地域性
	


・ひとり暮らし及び高齢者2人世帯以外の世帯において，他の要介護者がいる場合には要介護度及び痴呆による問題行動に応じた評価点を加え調整する。(２６点上限)

・居宅サービス等の利用状況において，低所得のためサービスの利用を制限せざるをえない状況にある者については加点することができる。(4点)

１　本人の状況（26点）
・本人の状態は，｢要介護度｣と｢痴呆による問題行動｣から判断し，要介護度の評価点に問題行動のある状態を加算する。

・要介護度は本人の状態，介護の必要度を把握するのに客観的かつ公平な基準である。

・痴呆の状態は介護に要する時間だけでは測りきれない介護の困難性があることから，要介護認定調査の痴呆による問題行動の調査項目に３項目以上該当した場合に加算することとし，その問題行動の頻度を考慮する。

２　居宅サービス等の利用状況(20点)
・居宅サービス等の利用状況は，在宅介護の状況を勘案するものである。

・「直近3ヶ月間の居宅サービスの利用率」と「その他の老人福祉施設，介護老人福祉施設，介護療養型医療施設，医療機関等の入院・入所状況」から判断する。

・在宅の者は直近3ヶ月間の居宅サービスの利用率を4段階に分類評価し，その他の老人福祉施設，介護老人福祉施設，介護療養型医療施設，医療機関等の入院・入所している者は一律の評価点とする。

・居宅サービス等の利用状況において，低所得のためサービスの利用を制限せざるを得ない状況にある者については加点することができる。

３　介護の困難性（54点）

・介護の困難性については，入所の必要性を判断するうえで最も重要な事項である。

・「介護の困難性」を「主な介護者の状況」と｢介護協力者の状況｣から判断する。

・「主な介護者の状況」を6項目，｢介護協力者の状況｣を3項目に分類し，それぞれの該当項目の評価点を加算するものとする。

・ひとり暮らし及び高齢者2人世帯以外の世帯において，他の要介護者がいる場合には要介護度及び痴呆による問題行動に応じた評価点を加え調整する。

４　特別な事由(２0点)

・特別な事由については，介護の困難性で点数化できない状況，居住環境が劣悪な状況，緊急性が高い，その他特別に配慮しなければならない個別の事情等の福祉的観点により勘案しなければならない事由があり，上記基準による画一的な点数評価をすることが困難な事項，及び地域性において考慮すべき必要があるものについて加点するものである。加点の判断は施設に委ねられる。
評価基準評価点表

１　本人の状況（26点）

　(1) 要介護度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	要介護度
	評価点

	要介護５
	　　　１４点

	要介護４
	　　　１２点

	要介護３
	　　　１０点

	要介護２
	　　　　６点

	要介護１
	　　　　６点


　(2) 痴呆による問題行動 

	要介護認定調査の痴呆による問題行動の調査項目に３項目以上該当する
	　　　　問題行動の頻度
	評価点

	
	非常に多い
	毎日ある
	１２点

	
	やや多い
	週に１～２回ある
	　８点

	
	少しあり
	月に１～２回ある
	　４点

	
	なし
	　０点


　※第７群の調査項目とは，作話，昼夜逆転，暴言暴行，大声を出す，介護に抵抗

　　常時の徘徊，火の不始末，不潔行為等１９項目。

２　居宅サービス等の利用状況(20点)

	居宅サービス利用限度額割合
	評価点

	６０％以上
	２０点

	５０％以上
	１６点

	３０％以上
	１２点

	３０％未満
	　８点

	施設･病院に入所･入院者
	１２点

	※低所得のためサービスの利用を制限せざるをえない者については加点することができる(4点)


３　介護の困難性（54点）

(1)主な介護者・家族等の状況の評価

	評　価　項　目
	評　価　点

	
	６点
	４点
	２点
	０点

	①主な介護者の年齢
	７０歳以上
	６０歳以上
	６０歳未満
	―

	②介護者の介護負担
	重　い
	やや重い
	軽　い
	なし

	③介護者の障害や疾病
	介護困難
	多少介護
	介護可能
	なし

	④介護者の就労
	８時間以上

高齢で就労不能
	４～８時間
	４時間未満
	なし

	⑤介護者が育児・看病
	常　時
	半日又は時々
	不定期
	なし

	⑥介護の関わり方
	介護拒否
	非常に消極的
	やや消極的
	普通

	⑦他の同居介護補助者
	ほとんどなし
	随時あり
	常時あり
	―

	⑧別居血縁者介護協力
	ほとんどなし
	随時あり
	常時あり
	―

	⑨近隣者等の介護協力
	ほとんどなし
	随時あり
	常時あり
	―


	ひとり暮らし高齢者は①～⑦までで42点とし，高齢者世帯は⑤を6点とする


(２)ひとり暮らし及び高齢者2人世帯以外の世帯において，他の要介護者がいる場合には要介護度に応じた評価点を加え調整する。

　・他の要介護者の要介護度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	要介護度
	評価点

	要介護５
	１４点

	要介護４
	１２点

	要介護３
	１０点

	要介護２
	　６点

	要介護１
	　６点


　・痴呆による問題行動 

	要介護認定調査の痴呆による問題行動の調査項目に３項目以上該当する
	　　　　問題行動の頻度
	評価点

	
	非常に多い
	毎日ある
	１２点

	
	やや多い
	週に１～２回ある
	　８点

	
	少しあり
	月に１～２回ある
	　４点

	
	なし
	　０点


　※第７群の調査項目とは，作話，昼夜逆転，暴言暴行，大声を出す，介護に抵抗

　　常時の徘徊，火の不始末，不潔行為等１９項目。

４　特別な事由

　介護の困難性で点数化できない状況，居住環境が劣悪な状況，緊急性が高い，その他特別に配慮しなければならない個別の事情等の福祉的観点により勘案しなければならない事由があり，上記基準による画一的な点数評価をすることが困難な事項，地域性について評価する。

	　　評価項目
	評　価

	配慮しなければならない個別の事情
	10点

	地域性
	10点


５　評価点数が同じ者の優先順位の決定について

　｢要介護度｣｢主たる介護者.家族等の状況の評価(合計点)｣｢居宅サービス等の利用状況｣の項目順に優先とする。
　　　　　柏市指定介護老人福祉施設入所基準　概要

（入所申込者の評価基準点数化に関する一覧）

入所申込者


　　１：本人の状況　６～２６点　
　　●要介護度　６～１４点

　　●痴呆による問題行動

　　　　　　　０～１２点

　　２：居宅サービス等の利用状況８～20点

　●直近３ヶ月間の居宅サービスの利用率　８～２０点

　　※低所得のためサービスの利用を制限せざるをえ

　　　ない者については加点することができる(4点)
　●その他の老人福祉施設，介護老人福祉施設，介護
　　療養型医療施設，医療機関等の入院・入所　12点

　　３　介護の困難性　54点

　●主な介護者・家族等の状況

　　　ひとり暮らし高齢者は①～⑦までで４２点

　　　とし高齢者世帯は⑤を6点とする。

　●他の要介護者がいる場合

　　　要介護度及び痴呆による問題行動に応じ

　　　６点～２６点を加点


　　４　特別な事由　２０点

　●配慮しなければならない個別の事情
　●地域性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　入所検討委員会

　　　　　【評価基準における状況評価上の留意事項】
１　｢痴呆による問題行動｣

　昼夜逆転，徘徊，暴言，暴行，放尿，放便など要介護認定調査の痴呆による問題行動の調査項目に３項目以上該当する場合で，｢非常に多い｣は毎日ある場合，｢やや多い｣は週に1～2回以上ある場合，｢少しあり｣は月に1～2回程度ある場合を目安とする，

	　①被害妄想　②作話　③幻視幻聴　④感情が不安定　⑤夜間不眠・昼夜逆転　

　⑥暴言暴行　⑦同じ話しをする･不快な音を立てる　⑧大声を出す　

　⑨助言や介護に抵抗　⑩目的もなく動き回る　⑪｢家に帰る等｣と落ち着きない

　⑫外出すると戻れない　⑬ひとりで外に出たがり目が離せない　⑭収集癖

　⑮火の不始末や管理ができない⑯物や衣類を壊す　⑰不潔行為　⑱異食行動がある

　⑲ひどい物わすれ


２　｢③介護者の障害や疾病｣

　｢介護困難｣は，介護者が障害や疾病のため要介護者の排泄，入浴，移動，着替え，食事など，ＡＤＬ全般の援助が困難な場合，｢多少介護｣は介護者が障害や疾病のため２つ程度のＡＤＬならばできる場合，｢介護可能｣は障害や疾病はあるが介護可能な状態である場合を目安とする。

３　｢⑦他の同居介護補助者｣

　｢随時あり｣は週１～３日程度，「常時あり」は週4日程度以上ある場合を目安とする。

　　なお1日あたりの目安は2時間程度以上又は頻回以上とする。

４　｢⑧別居血縁者介護協力者｣

　｢随時あり｣は週１～３日程度，「常時あり」は週4日程度以上ある場合を目安とする。

５　｢⑨近隣者等介護協力｣

　｢随時あり｣は週１～３日程度，「常時あり」は週4日程度以上ある場合を目安とする。
施設入所の申し込みから決定までの流れ


　　　　

　　　①各介護老人福祉施設に入所申込書を提出

②直近３ヵ月分のサービス利用票のコピーを添付　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image1.wmf]





　　　　　　　　
●要介護度


要介護５　　１４点


要介護４　　１２点


要介護３　　１０点


要介護2・1　 ６点








●痴呆による問題行動


要介護認定調査の痴呆による問題行動の調査項目に３項目以上該当する


　非常に多い　１２点


　やや多い　　　８点


　少しあり　　　４点





●直近３ヶ月間の居宅サービスの利用率


６０％以上　２０点�
�
５０％以上　１６点�
�
３０％以上　１２点�
�
３０％未満　　８点


●施設･病院等入所


　　　　　　１２点�
�
�
�






●主な介護者・家族等の状況


①主な介護者の年齢　　　６点


②介護者の介護負担　　　６点


③介護者の障害や疾病　　６点


④介護者の就労　　　　　６点


⑤介護者が育児・看病　　６点


⑥介護の関わり方　　　　６点


⑦他の同居介護補助者　　６点


⑧別居血縁者介護協力　　６点


⑨近隣者等の介護協力　　６点


近隣者等の介護協力�
�






●配慮しなければならない


　個別の事情　　　　　１０点


●地域性　　　　　　　１０点





施設から入所の連絡がきたら


入　　所











待機順位は原則６か月に1回見直す





待機順位及び入所の決定


　にあたり考慮する事項





・性別（部屋単位の男女構成）


・ベッドの特性(痴呆専用床等)


・施設の専門性


・その他(特別に配慮しなけれ


　ばならない個別事情)





各施設で入所検討委員会


・入所待機者の決定


・入所待機順位の決定


・入所待機者順位名簿登載





入所申込順に名簿登載





評価点８０点未満





評価点８０点以上





申し込みを受けた施設は面接や電話等で実態把握をする





申込書と実態把握をもとに評価


基準に基づき点数化する


（基準点数に関する一覧参考）





入所申込





要介護度や介護の環境等が変わったときには必ず届出て下さい





注意





（別紙）














